


















In this study, I aimed to make a ‘self-control scale’. In the first investigation that was pilot 
study, I conducted the temporary scale. In the second investigation, I tried to find the 
structure through factor analysis. In the last investigation of 161 mothers with 4-to 26-month 
old toddlers, I reconstructed ‘self-control scale’. The results showed that the self-control scale 
was consisted of self-regulation and self-assertion again, the reliability of these two factors, 
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親 52 名（22～38 歳, M = 34.20, SD = 4.83）
であった。
２）手続き






















































































































における信頼性係数は α = .77 であり，第
２因子における信頼性係数は α = .72 であ
った。このことはすなわち，「自己抑制尺度」
の下位尺度「がまん」と「がんばり」のそれ
ぞれの信頼性係数が，α = .77 と，α = .72 
であったことを意味している。
　一方，自己主張・実現尺度の各項目への回



























































全 11 項 目 か ら 成 る 尺 度 の 信 頼 性 係 数




尺度」が α= . 77，「がんばり尺度」が α= 























































































































































































 7　自分の意見や態度をはっきりと示し，簡単に妥協しない。  
 8　常に，自分の目標を達成しようと努力している。  
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AppendixA：仮尺度質問項目
 1　他人の迷惑にならないようにしている。
 2　自分の欲しいものなどを買わずにがまんしている。
 3　自分本位な考えや行動をひかえている。
「親の発達尺度」（柏木・若松, 1994）の第Ⅱ
因子「自己抑制」の中の３項目を改変して使
用
 4　自分の可能性を十分に発揮しようとしている。
 5　 多少他の人との摩擦があっても，自分の主義は通して
いる。
 6　自分の立場や考えは，しっかりと主張する。
「親の発達尺度」（柏木・若松, 1994）の第Ⅳ
因子「自己の強さ」の中の２項目を改変して
使用
 7　 自分の意見や態度をはっきりと示し，簡単に妥協しな
い
 8　常に，自分の目標を達成しようと努力している。
 9　あまりしたくないこともがんばってしている。
「青年前期における自己抑制尺度」（畠山・戸
田, 2000）の第Ⅰ因子「外的刺激」の中の３
項目と，本稿 2.1 で作成した「どんなにした
くないことであっても，頑張ってしている」
という質問項目とを統合して使用。
10　 街や電車の中などで，ルール違反やマナー違反を見か
けたら注意する。
11　言いたいことをなかなかはっきりと言えない。
12　 自分がしたいことやしていることについて，夫や家族
にちゃんと理解してもらえるよう説明する。
13　不当だと思うことについては，抗議する。
14　 イヤなことであっても，なかなか「いやです」と言え
ない。
15　他人の意見や希望に合わせることが多い。
16　 誤解を受けたときには，きちんと事情を説明して了解
を求める。
17　すべきだと思うことは，どんどん実行している。
18　 時間が足りなくてがまんしていることがたくさんあ
る。
19　育児中なので，したいことはほとんどがまんしている。
20　 苦手だったり，したくないと思う家事労働もがんばっ
てしている。
21　 ゆっくりと商品を選ぶとか，ボーっとテレビを見るな
どしたいが，がまんしている。
22　 子ども抜きで，映画を見たり，ショッピングを楽しみ
たいが，がまんしている。
